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１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
橿
原
市
城
殿
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
八
年

（昭
６３
）
六
月
を
七
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
蔦
藤
原
官
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
牛
川
喜
幸

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
七
世
紀
ぞ

一
〇
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
右
京
七
条
四
坊
に
当
り
、
遺
存
地
割
な
ど
か
ら
藤
原
京
西
京
極
大

路
お
よ
び
下
ツ
道
の
存
在
が
予
想
さ
れ
た
。
調
査
は
、
藤
原
官
第
五
八
十
五
次

調
査
と
し
て
、
下
ツ
道
東
側
濤
の
検
出
を
主
た
る
目
的
に
実
施
さ
れ
た
。

検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
四
条
の
南
北
濤
と
濤
を
堰
止
め
た
と
考
え
ら
れ
る

溜
ま
り
で
あ
る
。
四
条
の
南
北
濤
の
う
ち
下
ツ
道
東
側
濤
に
当
る
南
北
濤
Ｓ
Ｄ

一
九
〇
に
は
新
旧
二
条
の
濤
が
あ
り
、
規
模
は
と
も
に
幅

一
・
五
を
二

・
五
ｍ
、

深
さ
○

・
八
を

一
・
二
ｍ
で
あ
る
。
新
旧
二
時
期
の
下
ツ
道
東
側
濤
の
う
ち
、

古
い
濤
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
一
九
〇
Ａ
か
ら
は
七
世
期
初
め
か
ら
後
半
代
に
至
る
時
期

の
上
器
が
出
土
し
て
お
り
、
ま
た
新
し
い
濤
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
一
九
〇
Ｂ
か
ら
は

一

〇
世
紀
の
上
器
が
出
上
し
て
い
る
。
下
ツ
道
は
こ
れ
ま
で
、
平
城
京
内

。
外
で

八
ヵ
所
確
認
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
成
果
と
あ
わ
せ
て
、
下
ツ
道
が
藤
原
京
域

か
ら
、
平
城
京
域
ま
で
ほ
ぼ
一
直
線
に
設
定
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

木
簡
は
Ｓ
Ｄ
一
九
Ｏ
Ａ
か
ら
四
点
が
出
土
し
た
が
、
い
ず
れ
も
墨
痕
が
確
認

さ
れ
る
だ
け
で
、
判
読
は
で
き
な
い
。
そ
の
ほ
か
の
出
土
遺
物
に
は
曲
物
側
板

・
底
板
、
匙
、
斎
串
、
工
具
の
柄
な
ど
が
あ
る
。
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・
藤
原
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』

（
一
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年
）

同
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藤
原
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掘
調
査
概
報
１９
』
盆
九
八
九
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）

（橋
本
義
則
）

1～ 4平城宮

5～ 7平城京

8稗田遺跡

下ツ道関係調査位置図


